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　　　　　　　　Abstract
　　As the result of pollen analysis of the boring core (53, 30m in depth) from Maruike-
　cho, Kochi City, seven local pollen assemblage zones were distinguished.
　　The first and second pollen zones are characterized by dominance of temperate conifers
such as Abies andＴｓｕｇａ･ The third pollen zone is dominated by warm temperate ever-
green trees as Cyclobalanopsis and Ｇｌｓ£anopsis. The three pollen zones, mentioned
above, are comparable to Rn zone (warm period including Climatic optimum) of Naka-
mura's classification of Japanese Holocene ｐｏ!len records.
　　In the lowest horizon of the forth pollen zone, temperate deciduous trees such as
　Ｑｕｅｒciふｓ，Ｆａｇｕｓ,（:＾ｒｐｉｎｕｓ，Ulmiｘｓ，Zelfeoｕａand Ｃｅｌtiｓ ａｒｅdominant. Warm temperate
　ever-green trees, however, gradually increase with decreasing depth:　This pollen 'zone
　corresponds to RI zone (cold period immediately after the last glacial period).
　　The fifth and sixth zones are characterized by dominant occurrences of Cyclobala几ops IS
　and temperate conifers respectively. The seventh zone is dominated by Alnus and temperate
　deciduous trees. Throughout the fifth, Siχth and sevsnth zonｅｓ.ＬａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａＩＳdetected,
　especially laｒｇｅ quantity in seventh zones. Spontaneous tree ｏ{ Ｌａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａｉｓ not
　seen at present in Shikoku though cultivated one is frequently found.　Ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａ
pollen, however, was found from the middle Pleistocene deposits in the western part of
　Kochi Prefecture. The fifth and sixth pollen zones, therefore, may be comparable to any
　interglaci･al period and the seventh zone to the end of glacial period before Wiira glacial
　period, if not certain.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに
　最近臨海沖積平野の堆積物についての花粉分析学的研究が各地でおこなわれている．これらの堆
積物は，同一地点で長期間にわたって堆積しだものが多く，その花粉分析結果は植生や環境の変遷
を連続的に追跡するための貴重なデータを提供する．
　高知平野の第四紀堆積物についても，すでにいくつかの花粉分析学的研究がおこなわれている
　（中村1965,中村1969, Nakamura 1970, 中村他1972).その結果更新世末期から完新世にかけて
の植生変遷の状態がかなり明らかになってきた．しかしＷ＆ｍ氷期最盛期，あるいはそれ以前の
堆積物についての研究は少なく，中村(1969)によって高知市吉田町のボーリング・コアの分析結
果が報告されているにすぎない．今回私は高知市丸池町から得られた第四紀堆積物について花粉分
析をおこなったのでその結果を報告する．
　この分析試料を提供され，研究の機会をあたえて下さった高知大学理学部地学教室の甲藤次郎教
授は，昭和59年４月１日をもって高知大学を停年退官される．甲藤先生は昭和24年高知大学にご就
任以来，研究と教育にご精励になり，とりわけ高知県の地質・古生物学の研究分野で，貴重な業績
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のかずかずをあげてこられyこ．私は学生時代から甲藤先生にはな化かとご指導いただいてきたので，
この機会に心から感謝の気持をあらわし，今後のご健康とますますのご活躍をお祈りして，この小
文をつつしんで先生にささげたいと思う．
　また研究中，貴重な助言をいただいた高知大学名誉教授ト中村　純博士に深く感謝する．
分析試料および方法
　花粉分析に用いた試料は，高知市丸池町（北緯約33° 33″，東経133° 33’30″ ）の地盤沈下観
測井の移設工事に伴うボーリング・コアから採取した..コアの深さは53.30mに達っし，そのプロ
ファイルは次のとおりである．　　　　　　　　　　　　‘　’二
　　　O～- 2.80m:埋土，人工物が混入.
　-2.80m～¬4.70m:暗灰色のシルトまじりの砂，貝殻，腐植物を含み，細砂の簿層をはさむ.
　-4.70m～－18.00m:暗灰色のシルト, -4.70m～-7.00mのところどころに細砂の簿層をはさ
　　　む.－7.00m～－13.00mで細砂の簿層をはさみ，貝殻,.腐植物を含む. -13.00m～－18.00m
　　　で貝殻，腐植物を少皿含む.
　－18.00m～-ﾆｰ20.60m:暗灰色粘土質のシルト，貝殻,I腐植物を少量含む.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　ゝ-20.60m～-20.80 m:灰色火山灰質シルト，貝殻，腐植物を少量含む，
　-20.60m～-20.80m:灰色火受灰質シルト，貝殻，腐植物を少量含む.
　－20.80m～-21.20m:灰色火山灰，貝殻，腐植物を少量含む.
　･-21.20m～-24.00m:暗灰色粘土質シルト，貝殻．腐植物を少量含む.
　-24.00m～- 26.40m:暗灰色粘土，貝殻，腐植物を少量含む.
　-26.40m～-27.00m:黒色粘土質シルト，貝殻，細砂を含む.
　-27.00m～-28.20m: 黒色砂，粘土互層，腐植物を含む．，-　●Ｉ
　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　ａ　丿－28.00m～-35.20m:灰褐色～茶褐色玉石まじりめ砂疎，玉石経100～150mm, m 2～70mm
　　　ご（第一疎層）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　-35.20m～－48.00m:青灰色～緑灰色粘土質シルト，貝殻，腐植物を少量含む. -44.00m以深
　　　半固結状を呈し堅い.
　－48.00m～-49.00m:茶褐色～青灰色腐植土まじり砂質シルト，貝殻を少量含む.
　－49.00m～－50.40m:暗灰色粘土質シルト，細砂の簿層をはさみ，腐植物を混入する.
　－50.40m～-53.30m:茶褐色玉石まじり砂疎．（第二疎層）
　このボーリング・コアから，埋土と疎層をのぞいて，原則としてlmごとの，またとくに必要と
思われる部分では50cm～20cmの間隔で試料をとり分析をおこなった．試料をまずＨＦで処理し，
１０％ＫＯＨ溶液による有機質の溶解, ZnCl2の飽和溶液による比重選別の順で処理をおこ
なった．そして最後にアセトリシス処理をおこなってプレパラー.トを作製した．検鏡はオリンパス
のバノックス型光学顕微鏡で，対物レンズはSプランアポの×20（開口数0.70),×40 (0.95)お
よび×100 (1.35)を用いておこなった．
　一試料につき木本花粉を200個以上読みとり，これを基本数として出現花粉および胞子の百分率
を算出した．ただしAlnusは異常に多く出現する層準があるので，基本数からは除外した．植
物名については原則として種子植物は大井(1975)に.シダ植吻は田川(1959)に準拠した．
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Fig. 1　Pollen diagram of the deposits from Maruike-cho, Kochi City.
高知市の第四紀堆積物の花粉分析（山中）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析結果
　全試料を通じて，木本花粉39種類，草本花粉23種類およびシダ胞子10種類を検出した．
主な花紛の変遷状態を図１に示した．図の中の棒グラフが白抜きになっているところは，
少なく百分率が出せなかったので，検出した花粉の実数を示したものである．
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Fig. 2　Total pollen and spore diagram
　針葉樹ではAbiesと７s昭ａがほとん
ど全層準で検出されており，出現率も高い．
両者ともとくに上層部に多い. Pinusと
Cryptomeriaは，ときに20％近い出現率
を示すこともあるが，全般的にみるとあま
り多くない．Ｓｃｉａｄｏｐｉtｖｓは，上層部と
最下層部でわずかにみられ, Picea, Cupre-
ssaceaeおよび7)ｏｄｏｃａｒｐｕｓは，数層準に
低率で出現している．
　常緑広葉樹では　Cyclobalan叩臨と
Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓが下層下部をのぞいて，ほ
とんど全層で検出されている.Ｃ＼ｃｌｏ一
balan叩ｓfｓはとくに中層に多くみられ，
ａs£凹叩ｓisは中層部から上層部にかけて
比較的高率で出現する層準がある.Ｍｖｒｉｃａ
は中層部と上層部にわずかにみられ, Heli^
(血は中層部から上層部にかけて，これまた
低率で出現する．
　落葉広葉樹では　Quercus (Ｌｅｐｉｄｏｂａｌａ几
ａs)が全層準にみられ，下層部と中層部に高
い出現率を示す層準がある.Ｆａｇ　ｕｓは下層
下部で10～20％の出現率を示すほかは，低率
で散発的にしか出現しない. Alnusは下層
下部で異常に多く検出されているが，中層か
ら上部では-3.50mの層準をのぞいて低率
である．£昭ｅｒs£roemiaも最下層部に多く
上方に向って減少し，第一篠層から上部では
全く出現しなくなる．＆£?αは低率で断
続的に出現する.ａΓ■pinus, Ulmus,
Zelkova, Cel£lｓおよびＰtｅｒｏｃａｒｙａは，
ほぼ似たような消長を示す．これらはいずれ
も第一疎層と第二篠層の直上でいくぶん増加
し，それぞれ上方に向って減少してゆく．そ
の他の落葉広葉樹はすべて低率で散発的に出
現する.
　Ｓｙｎｘｐｌｏｃｏｓ, Ｃｏｒｙlｕｓ, Ｈｅｘ　および
Ericaceaeなどの亜高木ないし低木類も断続
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的にみられる．草本類は全体を通して少なく，量的にはﾒ1ｒ£emisiaが下層部で, Gramineae
とCyf)eraceaeが下層部と中層部で目立つだけであるノ
　シダ類の胞子はすべての層準で多量に検出されている．図２に，ぶｕｓをのぞいた木本花粉，
草本花粉およびシダ胞子の出現状態を百分率で示した．これでみるとそれぞれの疎層の上部と
－22.00mの層準で，シダ胞子の割合が10％以下になっているほかは，すべての層準で20％以上の
高い出現率を示している．
　花粉および胞子の消長にもとずいて，上層から下層にかけて次の７花粉帯をみとめることができ
る　．
　　丸池第一花粉帯（－3.30m～－13.50m）
　　九池第二花粉帯（－14.00m～－20.00m）
　　丸池第三花粉帯(-21.00m～-26.00m)
　　九池第四花粉帯（－27.00m～-28.20m)
　　九池第五花粉帯(-35.30m～-42.00m)
　　丸池第六花粉帯（－43.00m～－47.00m）
　　丸池第七花粉帯(―48.00m～-51.40m)
　なお第一疎層中でも一試料（深度－31.00m）の分析をおこなうたが，花粉帯を設定するだけのデー
タが得られていないので，参考までに花粉ダイアグラムに表示するにとどめた．
考 察
　ここで分析結果を考察する前に，高知市付近の現在の植生についてのべておく．この地方は海岸
から海抜700～800mまでは暖温帯に含まれる．現在高知平野においては，気候的極相林は一部の
社寺林などでみられる．そこでは主にスダジイ林が成立しており，カシ類の林は比較的少ない．し
かし二次林や石灰岩地帯にはアラカシ林が多い．暖温帯でも上部になるとモミやツガの林が多くな
り，そこではウラジロガシやアカガシなども少なくない．また蛇紋岩地帯にはアカマツ林がみられ，
場所によってはコナラの二次林も存在する．スギやヒノキの植林が占める面積は非常に広い．
　海抜800m以上になるとモミ，ツガを中心にイヌシデ，アカシデ，アカガシ，ケヤキ　などの高
木と，ハイノキ，シキミ　ツルシキミなどの亜高木～低木からなる林が存在する．これが暖温帯と
冷温帯の間に位置する，いわゆる中間温帯である．海抜1,000mを越えると常緑カシ類は少なくな
り，ブナやミズナラが出現する　モミやツガは冷温帯下部にまでみられ，岩上や急な尾根筋ではヒ
ノキも存在する．沢筋ではカツラ，トチ，サワグルミがみられる．
　以上のべたような植生は，高知市の北方約10kmのところにある工石山（海抜1,176m)とその
周辺でみることができる．
このような現植生を考慮に入れて花粉分析結果の考察をすすめる．
　植生変遷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●.
　1.九池第七花粉帯
　ここではぶnusが圧倒的に優勢で，ついでＬａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａが多い．冷温帯要素とみなさ
れる　Ｆａｇｕｓも比較的高率で出現し，最下層でIはAbieｓや朽ｕｓの出現率も高い.
＆£ula, C:'arpinusおよびび仙ａｓなど冷温帯ないし中間温帯に多い樹種の花粉も，5～10％
内外の値を示している．一方暖温帯要素ののむlobalanopsisはきわめて少量出現するが
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Cａｓ£anopsisは全くみられない.
　Ｌａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａで現在日本で自生している種はシマサルスベ.リとヤクシマサルズベリで，いず
れも屋久島以南の暖地に分布している．従来は, Ｌａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａは暖地性の種で，過去の日本列
島ではブナのような冷温帯系の植物と，シマサル不ベリのような暖温帯ないしは亜熱帯系の植物が
混存していた時期があるという考え方が一般的であった（中村他1972).
　ここでＬａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａをサルスベリそのものとみた場合はどうであろうか．現在日本各地の
庭園などで栽培されているサルスベリは，中国が原産地で日本には徳川時代かそれより以前に入っ
てきたものとされている．しかしサルスベリの果実の化石が，日本の鮮新世と洪積世の堆積物から
見出されている（北村・村田1971).現在サルスベリは，本州北端の青森県でも開花・結実してい
る（中村私信）．
　これらのことから，ここで検出された£昭ｅｒｓ£roemiaの花粉は，サルスベリの花粉と考えた
方がよさそうである．
　この花粉帯に相当する時代には，高知平野でも暖温帯の要素はほとんどみられず，ブナ，ミズナ
ラおよびシデ類など現在中間温帯から冷温帯に分布の本拠をもつ落葉広葉樹に，モミやツガも加っ
た林が存在していた．またぶnusが多量に出現することから，ハンノキが群生する湿地も存在
していたものと思われる．さらにこの花粉帯で検出されたシダ胞子のうち, Davalliaとみられる
ものが含まれていることから，このような着生植物が生育できる場所，すなわち岩壁や古木も存在
していたのであろう．しかし密生した森林が一面にひろがっていたわけではなく，かなりオープン
なところも存在していた.このことはサルスベリやカキのような陽樹の花粉が出現することや／ヨ
モギやキツネノマゴのような，日当りのよい場所に生育する草本の花粉が出現することで推察でき
る．しかし一方ではヤマトグサが生育できるような，やや湿った暗い林床も存在していた．
　気候的には，現在の高知平野にくらべてかなり寒冷で，いずれかの氷期の一部と考えられる．
　2.九池第六花粉帯
この花粉帯では, Abiesと几昭ａが急増すること, Cyclobalan叩siｓが徐徐に増加するこ
とおよびぶUSとＬｏｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａが急減することなどが特徴的である.Ｆａｇｕｓ，Ｑｕｅｒｃｕｓ，
＆£ula, CarpinusおよびUlmusなどの落葉広葉樹も前花粉帯にくらべて減少する．一方で
はMyrica, HeliciaおよびＭａｌｌｏtｕｓのような暖温帯要素が少量ながら出はじめる．これ
らのことは，この花粉帯が冷温帯的性格の森林からモミやツガに常緑カシ類をまじえた中間温帯的
な森林へ移行していったことを反映しているものである．このような移行期には気候などの環境要
因が不安定であったことを，花粉の変遷状態が示しているにすなわち一度減少した.Ｑｕｅｒｃｕｓが
急増すること(-46.00m),その際同時にＣりｐtｏｍｅｒiaが一時的に増加’したり，Ｔｓｕｇａの花
粉が消滅してしまったりすることや，Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓが一時的に増加する(-45.00m)ことなど短
期間にかなりはげしい植生の変化があったことを物語る聊象がうかがえる．これは環境の変動が植
生に反映ざれたとみるべきである．
　モミやツガ，あるいは常緑広葉樹などが増加すると，ハンノキやサルスベリのような陽樹は，そ
の生育地が次第にせばまれていった．シダ胞子のなかには暖地に多いＰtｅｒiｓやＰｖｒｏｓｓiaに
属すると考えられているものも出現している．
前花粉帯にくらべてかなり温暖な気候になってきたことが推察できる．
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　3.丸池第五花粉帯
　Cyclobalan叩ｓiｓが圧倒的に優勢で, 　Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓの比率も前花粉帯のそれより高い．
ぶｕｓも前花粉帯よりやや増加している．一方Ａｂｉｅｓと‥Ｔｓｕｇａはともに同様な傾向で減
少してゆくヽＬａｇｅｒｓtｒｏｅｎａｉａは低率ながら連続的に出現しＵ旅加plocosやＲｅｘなどの低木
ないし亜高木も出現する層準が多い．冷温帯樹種は断続的に出現し，出現率も１％以下である．
　この花粉帯にあたる時代は，カシ類を中心とする常緑広葉樹林が非常によく発達していたものと
思われる．このことはμぷｃ必やAnodendr･ｏ４のような明らかに暖地性の植物の花粉が出現
していることからも推察できる．とくにAnodendrohは，現在でも照葉樹林帯の海岸近くに生育
している．したがってこの当時の気候は現在と同じかあるいはさらに温暖であったと考えられる．
　草本類の花粉は量，種類ともに少ない．このことは常緑広葉樹が密生した林床は，日陰になるの
で草本類が生育できにくい環境であったことを示している．一方耐陰性の強い種類のシダ類は，暗
い林床でもよく生育していたらしく，シダ胞子の占める割合は高い．こめなかではＰｙｒｏｓｓiaや
j）ｔｅｒiｓのものとみられる胞子が，前花粉帯よりもいく分増加している．
　この花粉帯がしめす時代は，非常に安定した環境条件下にあって，植生の変動もほとんどなかっ
たものと思われる．　　　　　　　　　　　　　　　，．
　4.丸池第四花粉帯　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　この花粉帯は第一疎層の直上にあって，その花粉組成は丸池第一花粉帯のそれと類似していると
ころが多い．しかしここではＬａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａが全くみられないことや，ル･£emisiaが低率で
あることが第一花粉帯と異なる点である．
　この花粉帯の最下層(-28.2m)ではにＱｕｅｒｃｕｓ, Ｆａｇ　ｕｓ,Ulmus,ZelkovaおよびCeltis
などの落葉広葉樹のしめる割合が高く，常緑広葉樹はCyclobalan叩臨がわずかに出現する
にすぎない．しかしその上層部ではＱぶろalam叩細が増加しＣａｓtｃｕｉｏｐｓiｓもみられ
るようになる，Ａｂｉｅｓ，ＴｓｕｇａおよびＣｒｙｐtｏｍｅｒiaなど常緑の針葉樹も徐徐に増加する.
Quercus以外の落葉広葉樹は上層で急減する．草本類ではCyperaceaeの存在が目につく．
　このような花粉の変遷は，冷温帯林が後退して中間温帯ないしは暖温帯林へと移行する過程を示
すものであり，その意味では丸池第一花粉帯から第二花粉帯へと移り変わる部分とよく似ている．
すなわちこの花粉帯の最下層は，現在よりもかなり寒冷な時期，おそらく晩氷期に相当するもので
あろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･゛　　（
　5.丸池第三花粉帯　　　　　　　　　　　　　　　　｀
　Cyclobalan叩ｓiｓとＣａｓtａｎｏｐｓiｓが優勢となり, Quercus　をはじめ落葉広葉樹は一部
の層準をのぞいて低率となる．か池と　几昭ａは上方に向万って減少するが・Ｔｓｕｇａは
－21.00mの層準で再び増加する．また他の花粉帯にくらぺてＣｒｖｐｔｏｎｘｅｒｍの出現率が高い．
　どの花粉帯にあたる時代は，モミ，ツガおよびスギなどの針葉樹をまじえた常緑広葉樹林が成立
していたものと思われる．その点では九池第五花粉帯と類似して･いるが，第五花粉帯にくらべて草
本花粉の割合が高いことや, 　Saliｘが連続して出現していることが特徴的といえる．このことは
第五花粉帯の時代ほどの密生した森林ではなく，林間にギャップが存在し，そこで草本類や陽樹で
あるヤナギ類が生育できたことを示すものであろう．ダ
　気候的には温暖で，スギが増加していることを考えると，比較的湿潤であったと思われる．
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　6.丸池第二花粉帯　　　　　　　　　　　　　　　　　　●｀
　この花粉帯では，花粉の含有量がきわめて少ない層準がいくつかある．
　前花粉帯で優勢であったCyclobalanopsisとＣＧ£anopsisは減少して, Abies　ｎ昭ａ
が優勢になる. Castanea c出現率が他の花粉帯にくらべて嵩いフ草本花粉は前花粉帯にくらべて
減少するが，シダ胞子の出現率は高い．シダ胞子の中にはＰｙｒｏｓｓiaやＰtｅｒiｓとみられる胞
子のほかに＆Z昭inella involvensまたはS.£amariscinaのものと思われる胞子も出現す
る　．
　これらのことから，温度条件は前花粉帯同様温暖であっ恚とみることができる．しかし上述の
Ｃａｓtａｎｅａの増加や, Ｃｒ＾ｐtｏｍｅｒiaの減少，上層部でのびImusの一時的な増加，Ｃｏｒｖlｕｓ
の連続出現など植生にかなり変動があったこ･とを示すような現象がみられる．さだかではないが，
気候の乾燥化にともなう土地的要因の変化が植生に反映したのかも知れない．
　7.丸池第一花粉帯
　前花粉帯と同様, Abiesと　ＴＳt↓ｇａが優勢で，ついでCyclobalanopsis, Cas£皿叩sis
の順になっている．落葉広葉樹の割合はきわめて低く．草本類も少ない．常緑カシ類をともなった
モミ・ツガ林や一部にはシイ林も発達していたものと思われる．こめ点は丸池第六花粉帯とよく似
ているが，それよりも植生の変動が少なく，より安定した状態の森林であったと考えられる．
　堆積年代
　今回の花粉分析をおこなったボーリング・コアの，深度－20.60mから-21.20mのところ
に火山灰層をはさんでいる．この火山灰はアカホヤ火山灰にあたるもので.約6,000年～6,500年
前に鬼界カルデラから噴出したものである（町田・新＃1978,井関1983).このことと，花粉の変
遷状態からみて，第一疎層から上部は完新世の堆積物であることはまちがいない．すなわち丸池第
四花粉帯は晩氷期末から後氷期にかけての移行期に相当し，日本の花粉帯区分にあてはめるとR I
　(Nakamura 1952)の部分にあたる．年代的には，約10,000年前～8,500年前である．ＲＩに対比
される花粉帯の存在は，すでに中村(1969)によって，同じ高知市吉田町のボーリング・コアの研
究結果から報告されている（図３）．その報告で中村がＡｂｉｅｓ-Cydobalan叩sis-Ｑｕｅｒｃｕｓ
時代とした花粉帯と今回の第四花粉帯とがほぽ一致する．両者で出現花粉の比率にいくらかの差異
がみとめられるが，これは局地的な差と考えられ，種類組成はほとんど同じである．また層序的に
みても上記の花粉帯と同一年代のものとして対比させることに矛盾はない．
　丸池第三，第二および第一花紛帯はいずれも中村(1952)のＲＵに相当する．ただし第一花紛帯
の上層部は一部Ｒｍにあたる部分があるかも知れないが，今のところ判然としない．
　丸池第五，第六および第七花粉帯をどの年代に対比させたらよいかということについては，今の
ところ決定的な資料がない．ただ第五，第六花粉帯はいずれかの間氷期に，そして第七花粉帯は氷
期にあたることはまちがいない．しかも第五花粉帯が示す植生は，現在以上に温暖な気候下の植生
であった可能性があり，亜間氷期のものとは考えられない．
　ここで問題になるのはＬａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａの存在である．高知第四紀研究グループ(1972)や中
村他(1972)は，高知県西部四万十川河口の平野や中筋川流域の山田から得た試料の花粉分析をお
こなった．その結果と今回の第五，第六および第七花粉帯をくらべてみると，種類組成ではよく似
ており，Ｌａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａが常に出現している．中村他(1972)は平野，山田の試料はいずれも洪
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Fig. 4　　Summarized pollen diagram
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積世中期のMindel-Riss間氷期の堆積物
としている．これにしたがえば，丸池第七花
粉帯はMindel氷期の末期，第六，第五花
粉帯はMindel-Riss間氷期に対比させる
ことができる．しかし高知平野の第一疎層直
下に，そのような古い堆積物が存在するとい
う報告は今のところみられない．中村(1969)
の吉田町の報告にも第一陳層直下が＞37,800
y.B.P.とだけしか出ていない（図３）．
しかも中村のこの報告にはＬａｇｅｒｓtｒｏｅｒａｉａ
は全く出現しない.
　Ｌａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉ,（1が洪積世中期に高知県に
分布していたことはたしかだとしても，それ
がいつ絶滅したのかさだかでない．場所によっ
ては予想以上に後まで残存していた可能性も
ある．
　したがって第五，第六および第七花粉帯の
年代決定は，今後のより詳細な研究にまつべ
きである．
　Ｒｎ以降のAbieｓとＴｓｕｇａ
　従来の花粉分析をみると，高知平野も含め
て現在の暖温帯にあたる地域では, Rn以降
は通常Cyclobalan叩siｓが優勢で，つい
で　Ｃａｓtａ几ｏｐｓiｓや　Pinus,地域によっ
てはＣｒｖｐtｏ^meriaなどが出現している．
　ところが今回の分析では，約6,000年以降
AbiesとＴｓｕｇａが優勢であったという結
果がでた．この　Abiesと　Ｔｓｕｇａはそ
れぞれモミとツガに由来している（図４）．
　現在，西日本の太平洋側，とくに四国や九
州では暖温帯と冷温帯の間にモミやツガが多
く出現する部分があって，モミーツガ林帯，
ツガ群団，中間温帯などとよばれてきた（山
中1979).
　今回の分析結果から，少なくとも高知平野
の一部には，比較的最近までモミやツガを主
とする中間温帯的な森林が成立していたこと
が明らかになった．この一例だけから断定す
ることはできないが，モミやツガは場所によっ
ては暖温帯でも優占種となり得るのではない
かと考えられる．すなわち人間の影響があま
りなかった頃には，平野郎にもモミ・ツガ林
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が存在していた可能性がある．今後このような事例がふえてくると，中間温帯林とされているモミ・
ツガ林の性格をあらためて検討し直すことも必要ではないかと考える．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとめ
　1.高知市丸池町のボーリング・コアについて花粉分析学的研究を,おこなった．
　２．花粉分析の結果，７花粉帯をみとめることができ，上層からそれぞれ丸池第一～丸池第七花
粉帯とした．
　３．丸池第四花粉帯から上部は，晩氷期以降の植生変遷をあらわしている．
　４．　丸池第五，第六および第七花粉帯は・Ｌａｇ ｅｒｓt･ｒｏｅｍｉａを含み，氷期の一部と間氷期の植生
を示すものと思われる．しかしそれがいつの時代にあたるかということほ今のところわからない.
　6.中間温帯林的な性格をもったモミ・ツガ林が，比較的最近まで高知平野に存在していたこと
が明らかになった．
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Plate l
　　　　　　　　　　　　　Explanation of Plates
Some arboreal pollen types found in the deposits from Maruike-cho, Kochi City･
1－２ Ｔｓｕｇａ(-15m), 3 Pinus (-50m), 4 Ｃｒｖｐtｏｍｅｒia（－31m），５ Conifer （－37m），
６　Ｆａｇ　ｕｓ(-28m), 7　Ｑｕｅｒｃｕｓ　（－10m），８　Ｃａｒｐｉｎｕｓ　tｓｃｈｏｎｏｓkii(-50.4m), 9
Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓ（－4m），10 Helicia (-47m), 11 Ｓ＾ｉｍｐｌｏｃｏｓ(―42m), 12 Anodendron
（－40m）Ｘ 800
Plate 2.　Some non-arboreal pollen and spore types found in the deposits from Maruike-cho,
　　　　　　Kochi City.
　　　　　　1－２　Ｊｕｓtieia(-49m), 3　Theligonum ( - 49m ), 4 Labiatae ( - 28.2in ), 5 ― 6
　　　　　　Aliｓｍａ（－44m），7－８Ｓａｇｉttａｒia（－44m），Ｐtｅｒiｓ(-39m), 11 － Ｘ２ Ｓｅｌａｅｉｎｅｌｌａ
　　　　　　　(-17m), 13 Ｃｅｒａtｏｐtｅｒｒiｓ（－13m），14Pyrrosia ( ―21m)χ 800
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